
○「大師 ONE 博」代表 奥貫さん 
提案から３週間というスピード感
でコラボが実現できたのは、これ
までの下地があってのことで感謝
しています。今回の実証結果から、
誰もが周りの目を気にせずに堂々
と、思いっきり楽しめるアクティ
ビティとして確立したいです。 

実証実験の様子は 
YouTube「大師 ONE 博」 
チャンネルで公開中！ 

地域おこし団体「大師 ONE 博」からの
「サイレントディスコ」の提案を、プ
ロジェクトチームが地域の方へつな
ぎ、地域のスタジオエクササイズなど
とコラボする実証実験が実現！ 
特に「ZUMBA 」との相性が抜群で、無
音の公開空地で、踊り、汗を流すとい
うちょっと不思議な光景が出現。 
まさに「創発」ですね！ 

公開空地×地域×企業

「これからのコミュニティ施策の基本的考え方」に基づく取組

問題です！こちらは向河原駅前の NEC 公開空地の写真。寒空の下で何をしていると思いますか？ 
正解は．．．イヤホンを装着して音楽を共有する「サイレントディスコ」を楽しんでいる写真です。 

地域の方の和灯りなどのイ
ルミネーションともコラボ
して幻想的な雰囲気に 

ディスコの音楽に合わせて 
吉川さんがハンモックヨガを披露 広い公開空地で

行うことで密に
ならず、のびの
びエクササイズ! 

オフィスビル前の公開空地がディスコ会場に！ 

NEC レッドロケッツのマスコット 
ルナちゃんも参加！ 

○「studio TRENDY」 
インストラクター 吉川さん 
参加者の動線や時間配分、コラ
ボ方法など、自分の中での改良
点が見つかりました！「ZUMBA 」
はかなり体を動かすため寒い中
でもできるので、今後、通年で
定期的にやれるような形にでき
るといいなと思いました。 

○「NEC」社員 長谷川さん 
サイレントディスコは、配線も設
定もシンプルで空間ごと持ち運
べるのはすごい価値だと実感！
夜景と音と光が見事に連携して
いました。季節ごとに皆さんの創
作力が爆発する空間になってい
ければと思いました。 



新メンバー×まちの声
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『「with コロナ」で人を集めず、
つながりを育みたい』 
おうちじかんが長く、安らぎが求
められる今だからこそ、花や野菜
などの「植物」を育てる過程に工
夫を凝らして、つながりを育めな
いだろうか？

「パンちゃうんかい！」講師のツッコミに会場が爆笑の
渦に。兵庫県尼崎市在住のお二人の講師（「場を編む人」
藤本遼さん、「元漫才師公務員」江上昇さん）による「with
コロナ時代のまちのひろばづくり」をテーマとしたオンラ
イン研修を開催。参加者からは、「常識を変えていく」「や
らない理由を探してい 
た自分を変えたい」と 
いった声が聞こえてき 
ました。              

これまでのかわら版は、 
『まちのひろば かわら版』で検索！ 

３つのプロジェクトチームのうち１つは今年度新たに加わったメンバーで結成されたチーム。こども未
来局、議会局、区役所の若手職員が秋に幸区内のまちの声を聞き、今やるべきことを一歩ずつつくり出し
ています！お聞きしたまちの声の一部とそれらを基にしたチームの挑戦をお届けします。 

建設緑政局みどりの保全課など関係する部署
へヒアリングを実施 

まずは 
情報収集！ 

「植物」の水やりや SNS など
を通した「まちのひろば」の
モデルへチャレンジ！ 小さく 

アクション！ 

研修後は熱を持ったまま全体会へ！
チームをミックスしたフリートークで
は、ここだけの裏話も飛び交い（笑）、
刺激を与えあっていました。 

特に飲食店は大変で、近隣もテイク
アウトに切り替えたりしています。
作成した顔ハメパネル等を使って、
店の魅力をＳＮＳ等で発信中！ 

コロナ対策で店内飲食からお弁当
配布に変更しました。声をあげて
友達とのびのびと遊べないから
か、子どもたちの表情が暗くなっ
たように感じます。 

コロナの影響で役員会などの集まり
は開催しにくいのですが、新たに防
災空地ができたので、現地でお披露
目会を開催しました！ 

小向町内会 田中会長 

オンライン研修は２会場で「密」を避けて開催！ 

全体会の様子 

まちの方の 
つぶやき 

新岩城菓子舗 徳植さん 
（和菓子屋） 

新川崎タウンカフェ 岩川さん 
（コミュニティカフェ） 

大家族ふるさと食堂 
黒江さん    

（こども食堂） 

コロナ禍は、多くのイベントが続い
ているときに忘れがちになってし
まう次の動きをじっくりと考えら
れるチャンスだと思っています！ 

ＳＮＳ 

水やり 


